
千葉県文化会館指定管理者管理運営状況評価 

 

１ 概要 

（１）施設名等 

施 設 名 千葉県文化会館 

指 定 管 理 者 公益財団法人千葉県文化振興財団 

指 定 管 理 期 間 平成２８年４月１日から令和３年３月３１日まで（５年間） 

評 価 対 象 年 度 令和２年度 

第三者評価の有無（今回） 無 

施 設 所 管 課 環境生活部県民生活・文化課 

 

（２）施設の設置目的等 

設置目的 
千葉県の文化振興を図る中心的な拠点施設として、県民の文化活動支援や文化芸

術の鑑賞機会の拡充等を図る。 

指定管理者が行う

業務の範囲 

① 文化活動のための施設の提供  

② 集会のための会場の提供    

③ 県民の文化芸術の振興を図るための事業の企画及び実施 

④ その他文化会館の設置の目的を達成するための業務 

 

（３）施設の運営状況 

年度 
利用者(人) 

※１ 

事業費等の内訳（千円） 

指定管理

料(A) 

その他維持管

理費(B) 

※２ 

使用料等県

収入(C) 

県の収支 

(C-A-B) 

（参考） 

利用料金 

令和２ 75,707 241,897 14,916 108 △256,705 27,395 

令和元 498,473 207,403 28,662 88 △235,977 81,313 

※１ カウント方法：施設全体（大ホール、小ホール、大・中練習室、第１・２練習室、第１・２・３・

特別会議室）の利用者数 

※２ 維持補修費、委託料、工事請負費、備品購入費（指定管理料に含まれているものを除く） 

 

２ 評価結果 

（１）管理運営状況評価 

評 価 項 目 評価 評 価 理 由 等 

管理業務

の実施状

況に関す

る事項 

施設の設置目

的・法令等の遵

守等 

※ 

Ａ 

千葉県立文化会館の設置及び管理に関する条例をはじめとす

る関係法令を遵守した管理運営を行った。個人情報は適正に

管理されていた。県への定期的な報告、日常の相談や連絡等

も適切に行われた。 

安全性の確保 

※ 

 
Ｓ 

舞台・照明・音響設備については、事前の動作確認を行い、事

故防止の徹底を図った。新型コロナウイルス感染症対策につ

いて、独自のガイドラインを作成し、主催者との打合せ時に確

認を行うなど、感染防止対策の徹底に取り組んだ。総合防災

訓練は、感染症対策の視点を新たに追加するなど、実践的な

内容により年２回実施し、来館者の安全確保に努めた。 



適切な管理運

営 
Ａ 

警備、清掃等は催し物の状況に応じて適当に実施されており、

安全及び清潔な環境を提供した。また、主催者に対してのイベ

ント運営や舞台創造の助言、あらゆる人が利用しやすい環境整

備など様々な配慮に努めた。 

適切な財産管

理 
Ａ 

職員による日常点検、設置業者による定期的な保守点検を行

い、安全な管理に努めた。施設内の不具合を発見した際は、県

に速やかに報告するとともに、場合に応じて職員で対応するな

ど、適切に対処した。 

事業の企

画運営に

関する事

項 

事業の実施 

（必須事業） 

※ 

Ｓ 

文化芸術振興事業は、55 事業を計画し、新型コロナウイルス

感染症の影響により 20 事業が中止となり、感染防止対策を徹

底した上で、35 事業を実施した。夏休み期間中の文化会館探

検ツアー、コロナの影響を受けた芸術家を支援する実演芸術

家支援事業、千葉県少年少女オーケストラの公演等の動画配

信を新たな取組として企画し、コロナ禍においても文化芸術振

興を停滞させないため、工夫した事業展開を図った。 

サービスの向

上 

自主事業 

地域の連携等 
Ａ 

誰もが会館を利用しやすくなるよう環境を整備し、利用者から

の要望に迅速に対応するなど、サービスの向上に努めた。また、

千葉県公立文化施設協議会の会長館として、加入館向けに情報

提供を行うなど、県内文化施設のリーダー的役割を果たすとと

もに、県内大学への講師派遣やインターンシップの受け入れな

ど、地域との連携促進に取り組んだ。 

施設利用状況に関する事

項 

Ａ 

利用人数、利用率、利用料収入は、昨年度と比べ減少したが、

新型コロナウイルス感染拡大に伴う臨時休館や施設の利用制

限等の影響を受けたものであり、やむをえないものと思われ

る。施設利用再開後は、感染防止対策の徹底を図った上で、

ホームページ等による広報のほかイベント会社や過去の利用

者への「空き日」の案内をするなど、施設の利用促進に努め、

大ホール利用率は60.5％まで回復した。 

管理運営体制 

Ｓ 

会館を運営するために必要な組織、人員配置を整え、適切に運

営した。マルチスタッフ制により、利用者ニーズに柔軟に対応

し、技術面・芸術面の要望に対しても、的確なアドバイスを提

供した。舞台技術の専門分野及びマネージメントに関する研

修を設けるなど、職員の能力向上に努めた。 

収支状況 

 

Ａ 

収支は赤字となったが、新型コロナウイルス感染拡大に伴う臨

時休館や施設の利用制限等の影響を受けたものであり、やむを

えないものと思われる。新たな助成金獲得や経費削減などの努

力の結果、赤字幅は最小限となっている。なお、指定管理者の

財務状況は健全である。 

利用者意見の反映 

利用者満足度 

Ａ 

アンケートにより意見や要望を把握し、速やかに対応した。主

催者側へのアンケートでは、より多くの声を回収することに努

め、会館運営に対する満足度は100％と、利用者から高い評価

を得た。また、利用者への要望には職員による丁寧な説明と対

応でカバーするなど、サービス向上に努めた。 



総 合 評 価 良好 
各項目の合計点数 ２３点／３０点（７７％） 

各項目の評価点数の平均点 ２．３点 

 

 

（２）特記事項  

特に評価される点 

・新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けたが、本県の文化芸術振興

の拠点施設として、県民の文化芸術活動を停滞させないため、感染防止対

策を徹底した上で、工夫して文化事業の継続に取り組んだ。 

・施設運営については、利用者が気持ちよく安心して利用できるよう、質の

高いサービス提供に努め、高い利用者満足度を維持することができた。 

・事故や不審者から利用者を守るために、警備強化や事前の設備点検を徹

底することに加え、実践的な防災訓練の実施、公演実施時に有事が起きた

場合の約束事を事前に主催者と確認するなど、安全・安心な管理運営を行

った。 

次年度に向けて 

改善が望まれる点 

・引き続き、新型コロナウイルス感染防止対策を徹底し、利用者に安心

してご利用いただける会館運営に取り組むとともに、質の高いサービス

の提供を継続すること。 

・本県の文化芸術振興の拠点施設として、文化芸術振興事業の一層の充

実に取り組むこと。 

前年度評価で改善が望 

まれると指摘された点 

とその改善状況 

・点検等により指摘があった箇所は速やかに対応するなど、建物の安定

的な維持管理に努めた。 

・新型コロナウイルス感染防止対策については、業種別ガイドラインを

踏まえ、指定管理者独自のガイドラインを作成し、主催者との打合せの

際に配付し対策を確認するなど、感染防止対策の徹底に取り組んだ。 

 
（３）第三者評価におけるその他の意見 

第三者評価は実施してない。 

 
 
 
 


